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北見市雇用創造協議会
北見市大通西２丁目１番地　まちきた大通ビル５階
協議会受付日 ︓令和　　年　　月　　日

受　講　内　容

ＴＥＬ・ＦＡＸまたは当ウェブサイトの受講申し込みフォームからお申し込みください。

１
日
目

11/7（火） 180分でWEB広告が
できるようになるコツ
～経験、年齢関係なく誰でも
　簡単にマスター︕

SNSをビジネスで活用
するテクニック全公開︕
～必ず覚えておきたいSNS
　運用のコツを解説します︕

そのデザインは
誰のため︖

アイデアは「手」が
生み出す

日　時 テ ー マ セミナー内容と講師紹介

１３︓００～

１６︓００

１３︓００～

１６︓００

１３︓００～

１６︓００

１３︓００～

１６︓００

現在の状況

記入日︓令和　　　年　　　月　　　日

１　在職中（事業主、従業員等）
２　在職中（創業希望）
３　無　職（創業希望）
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

※該当する番号を
　○で囲んでくだ
　さい

会社または
事業所

受　講　者

参加コース

※在職中の場合
　のみ記載

11/8（水）

11/9（木）

11/10（金）

２
日
目

３
日
目

４
日
目

名 称 業 種

Ｆ Ａ Ｘ

役 職

生年月日 年 月 日 性 別
男  ・  女

住 所

電話番号

部 署
フ リ ガ ナ Ｓ ・ Ｈ

氏 名

メールアドレス

応募動機

★全日程　・　11月7日（火）　・　11月8日（水）　・　11月9日（木）　・　11月10日（金）

〒

◆定員２０社（２０名）　◆全日程参加者優先　◆定員になり次第締め切らせていただきます 
◆本セミナーは厚生労働省の委託事業として実施しているものです。セミナーを受講された皆様には厚生労働省への実績報告のため、セミナー開催
　中の写真撮影・アンケートや調査へのご協力をお願いいたします。                     
◆ご記入いただいた個人情報は、北見市雇用創造協議会が責任をもって管理し、本セミナーに関する連絡、本セミナー受講者の分析、当協議会主催の
　関連セミナーの情報提供のみの使用とし、それ以外の目的では使用いたしません。                     　

未記入でもOK

受 講 申 込 書

令和５年度　厚生労働省委託事業　【事業所の魅力向上、事業拡大の取組】

販売力・デザインスキル向上セミナー

株式会社ジイツウ　代表取締役 辻　　豊大 氏

【1日目】・・・WEB広告って難しそうなイメージありませんか︖確かに広告の種類や専門用語
も多いですが、実は自分のビジネスで使うだけなら覚えることは少ししかありません。コツを
掴んでぜひご自分のビジネスに有効活用してください。

【2日目】・・・もはやコミュニケーションのマストツールになっているSNS、Instagram、X（旧
Twitter）、TikTokなど人気ですよね。今回は自社の販促やブランディングツールとしてSNS
をどのように使うと効果的なのか︖そのテクニックをご紹介します。

WEBディレクター、SEMコンサル、コピーライター、クリエイティブディレクター。デジタルコミュニ
ケーション戦略の企画運用を得意とする。WEB解析士、Yahoo!プロフェッショナル認定取得。北海道
情報のキュレーションメディア「MouLa HOKKAIDO」編集長としてメディア運営にも従事。道内各地
の自治体のふるさと納税、移住定住プロモーションの実績多数。

講師紹介

講師紹介 株式会社AMAYADORI　代表取締役 佐藤　健一 氏

【3日目】・・・販路拡大のためのパッケージデザインの構成や販売戦略など色々な事例をベー
スに、ターゲットの絞り方や客観的視点の大切さなど、機能するデザインを生み出すために
大切なポイントをお伝えします。

【4日目】・・・３日目にお話したことを念頭に置き、課題にトライしてみましょう。パソコンは使
いません。自分の手で白い紙にアイデアを書く大切さを実感しましょう。きっと、自分でも思
いも寄らないアイデアが生まれるはずです。

松前町出身。北海道造形デザイン専門学校卒業。２００３年寺島デザインへ入社。２０１４年に独立し
AMAYADORI設立。２０２２年に法人化し株式会社AMAYADORIとなる。アートディレクター、グラ
フィックデザイナー。企業や店舗のブランディングから、カタログやパンフレットの企画・デザイン、
パッケージやWEBデザイン、店舗やマンションのサインデザインなどを手がける。人に寄り添うデザ
インを常に心がけています。


